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決
算
、

事
業
報
告
を
承
忍

糟聯欄　四割騨一鰹整懸盤濫淫璽輔暖

東京グランドホテルで開かれた全仏理事会

　
去
る
五
月
＋

六
日
午
後
二
時

か
ら
、
東
京
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
、
本
会
の
理

事
会
が
開
催
さ

れ
た
。

　
野
口
理
事
長

三
帰
依
文
唱
和
、

挨
拶
に
続
い
て
、

議
長
に
野
口
理

事
長
、
議
事
録

署
名
人
に
細
川

信
元
、
北
山
宏

明
の
両
師
を
選

ん
で
議
事
に
入

っ
た
。

　
議
案
第
一
号

「
昭
和
六
十
三

年
度
事
業
報
告

の
承
認
を
求
め

る
件
」

　
川
島
総
務
部

長
よ
り
説
明
、

原
案
通
り
承
認

さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
一
言
口

が
監
査
報
告
を
行
っ
た
後
、

れ
た
。
　
　
レ

　
　
ノ

　
　
議
案
第
二
号

　
「
昭
和
六
十
三

　
年
度
歳
入
歳
出

　
決
算
の
承
認
を

　
求
め
る
件
」

　
　
剛
山
財
務
部

　
長
よ
り
説
明
。

酒
井
文
雄
監
事

原
案
通
り
承
認
さ

　　

塔
r
ニ
ー

ビ
デ
オ
報
告

　
議
案
第
三
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
復
興
事
業
推

進
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
最
初
に
杜
多
国
際
文
化
部
長
が
、
去
る
四
画

面
行
っ
た
現
地
調
査
に
基
い
て
、
ル
ン
ビ
ニ
ー

園
の
現
況
を
報
告
し
た
。
続
い
て
約
十
五
分
間

に
わ
た
っ
て
、
現
地
調
査
の
折
に
撮
影
さ
れ
た

ビ
デ
オ
フ
ィ
ル
ム
が
放
映
さ
れ
、
川
井
匡
俊
ル

ン
ビ
ニ
ー
委
貝
長
よ
り
、
今
後
の
事
業
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

　
出
席
者
か
ら
、
活
発
な
質
問
、
意
見
が
出
さ

れ
た
後
、
マ
ヤ
堂
の
改
修
を
中
心
に
、
で
き
る

だ
け
早
く
実
際
の
事
業
に
着
工
で
き
る
よ
う
、

委
員
会
で
、
具
体
案
の
協
議
を
進
め
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　
報
告
事
項

①
顧
問
会
開
催
に
つ
い
て

　
川
島
総
務
部
長
よ
り
、
今
秋
に
、
第
一
回
の

顧
問
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

②
同
和
委
員
会
報
告

　
蓮
池
委
員
長
よ
り
、
去
る
四
月
に
行
わ
れ
た

「
業
・
旛
陀
羅
問
題
」
に
関
す
る
研
究
会
等
、

委
員
会
の
活
動
が
報
告
さ
れ
た
。

③
税
務
委
員
会
報
告

　
長
谷
川
委
員
（
弁
護
士
）
よ
り
、
「
席
貸
し
」

問
題
の
経
緯
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

④
W
F
B
報
告

　
杜
多
国
際
文
化
部
長
よ
り
、
世
界
仏
教
徒
連

盟
の
財
政
状
態
が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
が
報
告

さ
れ
た
。

⑤
事
務
総
局
各
部
報
告

　
各
担
当
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　
な
お
、
理
事
会
終
了
後
、
理
事
懇
親
会
が
同

じ
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、
約
一
時

間
に
わ
た
っ
て
、
な
ご
や
か
な
懇
談
が
続
い
た
。
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「
仏
教
の
生
死
観
と
医
療
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
4
6
回
勉
強
会
平
川
彰
氏
が
講
演

講演する平川彰氏

　
去
る
四
月
二
十
七
日
、
「
医
療
と
宗
教
を
考

え
る
会
」
（
代
表
世
話
役
・
日
野
原
重
明
回
路

加
看
護
大
学
学
長
）
が
主
催
す
る
、
第
四
十
六

回
勉
強
会
が
、
東
京
四
谷
の
主
婦
会
館
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。

　
勉
強
会
は
「
仏
教
の
生
死
観
と
医
療
」
の
テ

ー
マ
で
、
平
川
彰
氏
（
本
会
副
会
長
・
東
京
大

学
名
誉
教
授
）
を
講
師
に
行
わ
れ
た
。
宗
教
、

」
医
療
、
報
道
関
係
か
ら
八
十
人
の
聴
講
者
が
集

ま
り
、
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
平
川
氏
は
①
仏
教
経
典
に
見
ら
れ
る
医
療
、

②
日
本
人
の
生
死
観
、
③
仏
教
に
お
け
る
生
死

観
の
三
点
に
分
け
、
要
旨
次
の
よ
う
に
話
を
進

め
た
。

　
①
仏
教
経
典
に
見
ら
れ
る
医
療

　
経
典
の
中
に
、
具
体
的
に
医
療
に
つ
い
て
説

か
れ
た
も
の
は
少
な
い
が
、
ま
ず
『
無
常
経
』

　
（
義
浄
訳
）
を
取
り
上
げ
る
。
戸
倉
に
は
、
臨

終
の
人
に
対
す
る
、
仏
教
と
し
て
の
看
取
り
の

方
法
が
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
。
「
抜
苦
与
楽
」

と
い
う
仏
教
の
立
場
か
ら
、
死
に
臨
む
人
を
励

ま
し
力
付
け
、
生
死
の
世
界
を
離
れ
て
真
実
の

世
界
（
極
楽
浄
土
）
に
生
ま
れ
る
事
を
願
う
、

と
い
う
内
容
で
あ
る
。

　
次
に
四
薬
（
時
潮
・
時
分
薬
・
七
日
薬
・
尽

三
寿
薬
）
、
四
大
不
調
（
人
体
を
造
る
四
大
原

素
が
不
調
和
に
な
る
と
病
に
な
る
）
に
つ
い
て
、

『
南
海
三
帰
内
法
伝
』
を
中
心
に
説
明
し
た
。

②
日
本
人
の
生
死
観

　
日
本
人
と
西
洋
人
の
生
死
観
の
相
違
を
踏
ま

え
て
話
を
進
め
る
。

　
日
本
人
は
肉
体
に
聖
な
る
価
値
を
認
め
、
西

洋
人
は
肉
体
よ
り
も
精
神
（
魂
）
の
側
に
聖
な

婁

る
意
味
を
認
め
る
。
そ
れ
は
両
者
の
遺
体
観
に

差
が
あ
り
、
日
本
人
は
遺
体
に
対
し
て
恐
れ
を

感
じ
る
。
遺
体
を
粗
末
に
扱
う
と
、
そ
の
霊
魂

が
崇
る
と
考
え
、
鎮
魂
の
儀
式
と
し
て
葬
儀
を

行
な
う
。
こ
れ
に
対
し
、
西
洋
人
は
人
が
死
ぬ

と
魂
は
天
国
に
行
き
、
遺
体
は
あ
く
ま
で
も
後

に
残
っ
た
物
と
考
え
る
。

卿『『

譲嶺

「｝ ｾ誤λ∫㌔醐
講師の話に耳を傾ける聴講者

　
　
1
群
馬
－

駒
井
　
み
の
る
　
4
8
歳

①
群
馬
県
仏
教
連
合
会
　
②
群
馬
大
卒
③
東

邦
病
院
院
長
　
医
療
法
人
「
三
思
会
」
理
事

　
①
推
薦
団
体
　
②
略
歴
　
③
現
職

　
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
の
墜
落
事
故
で
、
日
本
人

の
遺
族
は
遺
体
の
収
集
に
熱
心
で
あ
っ
た
が
、

外
国
人
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
事

に
よ
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
歴
然
た
る
差
が
見
ら

れ
る
。

　
こ
の
日
本
人
が
肉
体
（
遺
体
）
に
宗
教
的
な

価
値
を
認
め
る
と
い
う
事
は
、
仏
教
本
来
の
も

の
で
は
な
く
、
日
本
人
が
古
来
か
ら
持
っ
て
い

る
宗
教
心
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
仏
教
で
は
、

肉
体
は
我
々
の
心
を
誘
惑
す
る
も
の
と
し
て
、

む
し
ろ
執
着
を
離
れ
る
事
を
説
く
。

　
ま
た
、
日
本
人
は
魂
が
心
臓
に
あ
る
と
考
え
、

脳
死
者
の
心
臓
を
摘
出
す
る
事
に
抵
抗
を
感
じ

る
。
こ
れ
が
、
日
本
で
脳
死
、
臓
器
移
植
が
認

め
ら
れ
な
い
大
き
な
原
因
で
あ
る
。

　
脳
死
、
臓
器
移
植
の
問
題
に
は
、
医
者
に
対

す
る
不
信
感
、
不
安
感
を
除
い
て
行
く
必
要
性

を
感
じ
る
。
脳
死
を
認
め
、
臓
器
移
植
を
承
諾

す
る
事
に
よ
り
、
治
療
が
停
止
さ
れ
、
助
か
る

か
も
し
れ
な
い
者
が
助
か
ら
な
く
な
る
の
で
は
、

と
い
う
疑
い
を
解
か
な
け
れ
ば
な
ち
な
い
。

③
仏
教
に
お
け
る
生
死
観

　
仏
教
に
お
い
て
は
、
我
々
の
無
意
識
の
世
界

に
阿
頼
耶
識
が
あ
る
と
考
え
る
。
記
憶
、
性
格
、

感
情
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
阿
頼
耶

識
が
肉
体
を
捨
て
る
時
を
、
仏
教
で
は
死
と
考

え
る
。
こ
の
阿
頼
耶
識
は
本
有
（
肉
体
）
と
中

有
（
肉
体
の
外
）
を
往
復
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
仏
教
で
は
「
輪
廻
転
生
」
が
認

め
ら
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　
最
後
に
平
川
氏
は
、
仏
教
で
は
生
死
は
一
如

で
あ
る
と
考
え
る
立
場
を
取
り
、
今
後
と
も
仏
教

界
で
は
「
仏
教
の
死
の
迎
え
方
」
と
い
う
も
の
を

考
え
直
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
話
を
結
ん
だ
。
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昭和63年度財団法人全日本仏教会歳入歳出決算書

訴
額
額
額
金

嵩
算
算
筆

予
下
士
決
算

　
　
　
　
決

　
　
　
　
出

入
　
出
　
歳

　
　
　
　
入

歳
　
歳
　
歳

金97，483，000円
金98，092，886円
金97，483，000円
金87，670，826高
金10，422，060円

歳入の部
科　　　　　　　　　’　　目 対　　予　　算：

予　算　額 収入三三款 項 目 収入超過額 収入未済額
付　　　記

1．負　　担　　金 89，483，000 86，584，000 2，899，000
1．各宗派負担金 79，503，000 77，914，000 1，589，000
2．各団体負担金 9，980，000 8，670，000 1，310，000

2．寄　　附　　金 1，500，000 900，000 600，000
3．未納徴収金 1，500，000 1，411，000 89，000

4．基金果実 700，000 637，200 62，800
5．雑　　収　　入 2，300，000 2，796，799 496，799
6．繰　　越　　金 2，000，000 5，763，887 3，763，887

歳 入　　　　　計 97，483，000 98，092，886 609，886
歳出の部

科　　　　　　　　　　　　目

款 項 目 予　算　額 支出済額
○増　△減

ｬ　用　額 予算残額 付　　　記

1．事務総局費 65，260，000 61，781，978 3，478，022
1．人　　件　　費 48，610，000 46，734，386 1，875，614

1．事務総：長手当 1，200，000 1，200，000 0

2．職貝　俸給 17，800，000 17，385，000 415，000
3．諸　　　　給 24，960，000 24，572，112 387，888
4．厚　　生　　費 3，400，000 1，844，289 △482，985 1，072，726 第5目へ流用
5．退職積立金 1，250，000 1，732，985 0482，985 0 第4目より流用

2．事　　務　　費 10，550，000 9，722，128 827，872

1．借館裏白費 4，000，000 4，000，000 0
2．通　　信　　費 2，000，000 1，653，202 346，798
3．消　　耗　　品 400，000 353，247 46，753
4．光　　熱　　費 2，000，000 1，610，384 389，616
5．備　　品　　費 1，100，000 1，118，550 0　18，550 0 第7目より流用
6．印　　刷　　費 700，000 695，500 4，500
7．諸　　雑　　費 350，000 291，245 △　　18，550 40，205 第5目へ流用

3．旅　　　　費 2，500，000 2，222，234 277，766
4．関西事務局費 2，000，000 2，000，000 0
5．渉　　外　費 1，600，000 1，103，230 496，770

2．総務部費 5，700，000 4，624，128 LO75，872
1．会　　議　　費 2，800，000 1，913，560 886，440

1．理事会費 1，200，000 833，690 366，310

2．評議員会費 400，000 322，680 77，320

3．諸会議費 1，200，000 757，190 442，810
2．共通事項処弁費 2，900，000 2，710，568 189，432

3．財務部費 2，400，000 2，176，024 223，976
1．調査研究費 700，000 645，310 54，690

2．税務対策費 1，700，000 1，530，714 169，286
4．同和推進部費 4，500，000 4，280，330 219，670

同和推進費 4，500，000 4，280，330 219，670

5．社会部費 10，200，000 9，484，487 715，513
’1．組織強化費 4，500，000 4，186，243 313，757

1．組織強化費 1，000，000 707，663 292，337
2．国内仏教徒会議費 3，500，000 3，478，580 21，420

2，機関誌発行費 4，500，000 4，108，722 391，278
3．時局対策費 1，200，000 1，189，522 10，478

6．国際文化部費 5，800，000 4，703，879 1，096，121

1．国際運動費 4，500，000 3，403，879 1，096，121

1．WFB関係費 1，800，000 1，233，513 566，487
2．国際仏教交流費 700，000 635，250 64，750

3．国際渉外費 600，000 513，116 86，884
4．ルンビニー関係費 1，400，000 1，022，000 378，000

2．文化会議費 1，100，000 1，100，000 0

1．文化会議費 800，000 800，000 0

2．紀要作成費 300，000 300，000 0

3．教化諸費 200，000 200，000 0
7．雑　　　　費 ユ23，000 120，000 3，000
8．基本金繰入金 500，000 500，000 0
9．予　　備　　費 3，000，000 0 3，000，000

支　　　　　出　　　　　計 97，483，000 87，670，826 9，812，174
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ゑ
ビ
婁
郵
象

…
　
杜
多
徳
雄
（
全
仏
国
際
文
化
部
長
）
…

●
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水を堪えた中央運河（手前は「平和の灯」）

　
本
年
二
月
、
御
大
喪
の
た
め
来

日
さ
れ
た
ギ
ャ
ネ
ン
ド
ラ
殿
下

（
ル
ン
ビ
ニ
：
ト
ラ
ス
ト
委
員
長
）

よ
り
、
本
会
に
対
し
て
マ
ヤ
堂
の

修
復
に
早
急
に
着
手
し
て
ほ
し
い

旨
要
請
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
修
復

に
際
し
、
マ
ヤ
堂
を
オ
リ
ジ
ナ
ル

な
形
に
も
ど
し
た
い
と
の
要
望
が

あ
っ
た
。

　
こ
れ
を
う
け
、
本
会
で
は
三
月

末
よ
り
ネ
パ
ー
ル
を
訪
れ
、
ル
ン

ビ
ニ
ー
ト
ラ
ス
ト
事
務
総
長
の
シ

ル
ワ
ー
ル
氏
と
会
談
す
る
と
共
に
、

現
地
を
視
察
し
た
。

　
シ
ル
ワ
ー
ル
氏
と
は
マ
ヤ
堂
の

修
復
を
中
心
に
話
し
合
い
、
そ
れ

に
関
し
、
左
記
の
よ
う
な
ネ
パ
ー

ル
側
の
考
え
が
表
明
さ
れ
た
。

①
修
復
工
事
は
最
短
の
期
間
、
最

　
小
の
費
用
で
出
来
る
こ
と
が
望

　
ま
し
い
。

②
マ
ヤ
堂
修
復
に
あ
だ
り
、
菩
提

　
樹
を
移
植
し
て
も
、
切
っ
て
も

　
　
　
　
　
か
ま
わ
な
い
、
ま
た
マ
ヤ
堂
を

　
　
　
　
　
移
動
し
て
も
よ
い
。
い
く
つ
か

　
　
　
　
　
の
方
法
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

③
　
　
　
　
　
日
本
側
で
計
画
案
を
作
成
し
、

　
　
　
　
　
提
出
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
に
つ
い

　
　
　
　
・
て
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
ト
ラ
ス
ト
で
検

　
　
　
　
麗
し
最
も
よ
い
方
法
を
選
択
す

　
　
　
　
　
る
。

③
マ
ヤ
堂
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
形
に
復
元
し
た
い

　
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
資
料
が
少
な
い
。
今

　
後
、
専
門
家
の
意
見
を
聞
き
、
検
討
の
う
え

　
決
定
す
る
。
但
し
、
現
在
の
マ
ヤ
堂
を
知
っ

　
て
い
る
人
が
違
和
感
を
も
た
な
い
よ
う
に
し

　
た
い
。

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
で
は
、
マ
ヤ
堂
を
調
査
す
る

と
共
に
、
復
興
事
業
の
進
行
状
況
を
視
察
し
た
。

　
W
F
B
中
央
友
情
橋
は
、
昨
年
八
月
に
は
基

礎
工
事
の
段
階
で
あ
っ
た
が
、
九
割
方
工
事
が

完
了
。
中
央
運
河
は
基
礎
工
事
は
終
了
し
、
す

で
に
水
が
は
っ
て
あ
る
が
、
運
河
の
側
面
、
両

側
の
歩
道
は
レ
ン
ガ
舗
装
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　
博
物
館
、
図
書
館
は
建
物
が
完
成
。
大
型
の

エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
電
力
供
給

が
不
充
分
で
、
作
動
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

巡
拝
者
宿
泊
施
設
は
、
水
道
、
電
気
な
ど
が
不

備
で
、
利
用
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。

　
本
会
で
は
、
委
員
長
が
視
察
か
ら
帰
国
後
、

委
員
会
を
開
催
、
マ
ヤ
堂
修
復
に
つ
い
て
検
討
。

　
菩
提
樹
の
移
植
に
つ
い
て
は
、
木
が
大
き
い

た
め
経
費
が
か
か
る
こ
と
、
木
の
枯
れ
る
可
能

性
も
あ
る
こ
と
が
問
題
点
と
さ
れ
た
。
菩
提
樹

を
切
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
神
聖
な
も
の
と
す
る

考
え
が
あ
り
、
ネ
パ
ー
ル
の
人
々
や
世
界
の
仏

教
徒
な
ど
か
ら
非
難
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
点
が

指
摘
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
菩
提
樹
を
現
在
の

位
置
に
そ
の
ま
ま
残
し
、
途
中
か
ら
根
を
切
断

し
、
マ
ヤ
堂
が
再
び
根
に
よ
り
損
壊
を
受
け
な

い
よ
う
仕
切
り
を
入
れ
る
か
、
根
を
か
こ
う
と

い
う
方
法
を
と
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
菩
提

樹
の
根
が
基
壇
の
ほ
ぼ
全
部
に
は
っ
て
お
り
、

切
断
し
た
根
を
取
り
除
く
た
め
マ
ヤ
堂
を
解
体

す
る
こ
と
、
そ
れ
に
伴
い
最
小
限
の
考
古
学
調

査
が
必
要
な
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

　
ネ
パ
ー
ル
側
で
は
い
く
つ
か
の
案
を
提
示
し

て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
っ
た
が
、
本
会
で
は

最
良
の
方
法
と
し
て
こ
の
案
の
み
提
出
し
、
ト

ラ
ス
ト
と
交
渉
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
五
月
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
で
は
、
委
員
会

の
基
本
方
針
を
了
承
。
今
後
マ
ヤ
堂
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
形
を
ふ
く
め
、
調
査
及
び
情
報
の
収
集

を
は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日本の心を伝える

西日本本部／福岡市博多区博多駅前日生ビル君092（472）1021㈹

東京本部／東京都中央区銀座共同ビル新銀座魯03（541）3891㈹

寺院専門工場㈱長谷lli仏具工事／直方市大字中東明日香台費09492（4）7211㈹
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一
味
の
信
心
に
住
す
る
”
同
朋
教
団
”
で
あ

る
、
と
い
う
こ
と
が
、
わ
が
教
団
の
宗
風
と
、

教
団
の
存
立
の
根
本
規
定
で
あ
る
「
宗
規
」
に

う
た
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
教
団
の
い

と
な
み
の
な
か
に
、
同
朋
に
あ
ら
ざ
る
面
が
存

在
す
る
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

　
命
あ
る
全
て
の
も
の
が
共
に
支
え
あ
っ
て
生

き
る
「
御
同
朋
・
御
同
行
」
で
あ
る
こ
と
を
教

示
さ
れ
な
が
ら
、
僧
侶
自
身
の
生
き
方
や
教
団

の
あ
り
方
、
す
な
わ
ち
、
教
学
・
伝
道
、
教
団

の
構
造
自
体
お
よ
び
そ
の
活
動
の
な
か
に
、
最

も
同
朋
な
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
、
差
別
の
実
態

を
た
だ
す
べ
き
こ
と
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
教
団
の
歴
史
は
、
仏
意
と
祖
意
に
そ

む
い
て
き
た
歩
み
で
あ
る
、
と
語
る
先
輩
も
い

る
。　
「
一
如
会
」
が
、
「
水
平
社
」
創
立
後
、
日
な

ら
ず
し
て
一
八
二
四
（
大
正
＝
二
）
年
に
部
落

差
別
の
撤
廃
を
ね
が
っ
て
結
成
さ
れ
、
さ
ら
に

一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
に
は
「
同
朋
会
」

と
し
て
発
展
的
に
再
発
足
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

一
九
七
一
（
昭
和
四
六
）
年
か
ら
は
、
　
「
同
朋

運
動
」
の
名
称
の
も
と
に
、
部
落
差
別
を
は
じ

め
と
す
る
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
問
題
へ
の
と
り
く

み
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
ま
た
一
九
六
一
（
昭

和
三
六
）
年
は
、
宗
祖
親
鶯
聖
人
七
百
回
の
年

で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、
阿
弥
陀

如
来
の
本
願
と
し
極
の
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

私
と
教
団
の
体
質
を
改
め
る
べ
く
「
門
信
徒
会

運
動
」
が
提
唱
さ
れ
て
今
日
に
到
っ
て
い
る
。

　
　
教
団
の
基
幹
と
す
る
運
動

　
門
信
徒
会
運
動
・
同
朋
運
動
は
、
わ
が
教
団

の
基
幹
と
す
る
運
動
と
し
て
、
「
基
幹
運
動
」

と
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
運
動
を
理
解
し
よ
う
、

運
動
に
協
力
し
よ
う
、
運
動
を
推
進
し
よ
う
と

い
う
段
階
を
経
て
、
教
団
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
が
、
そ
の
ま
ま
、
基
幹
運
動
そ
の
も
の

と
し
て
の
と
り
く
み
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
到

っ
て
い
る
。

　
ご
信
心
を
い
た
だ
く
、
と
い
う
こ
と
は
、
一

人
ひ
と
り
の
成
仏
の
道
へ
の
め
ざ
め
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
単
に
、
個
人
の
心
情
的
安
心
感
に
と
ど

ま
る
の
で
は
な
く
、
社
会
の
実
態
を
見
究
め
、

自
ら
と
社
会
を
改
め
て
い
く
道
で
あ
る
こ
と
が

強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
長
く
部
落
解
放
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
方
た

ち
か
ら
は
、
差
別
の
実
態
を
見
ぬ
き
、
差
別
し

な
い
、
差
別
を
許
さ
な
い
営
み
に
座
る
こ
と
を

強
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
ま
た
親
鶯

聖
人
の
真
の
お
心
に
立
ち
か
え
る
こ
と
は
、
信

仰
と
社
会
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
と
い
う
、
二

元
論
的
立
場
を
の
り
こ
え
る
営
み
で
あ
る
こ
と

を
明
確
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
中
心
課
題
と
な

ろ
て
い
る
。

　
　
　
”
　
　
同
和
問
題
の
資
料
を
通
し
て

　
　
　
…
　
教
団
に
お
け
る
同
和
問
題
に
ど
う

　
　
　
…
か
か
わ
っ
て
き
た
か
を
総
括
す
る
必

　
　
　
…
要
か
ら
『
同
朋
運
動
史
年
表
』
が
、

朗
…
幽
魂
隷
藷

　
　
　
　
　
か
ら
一
〇
七
年
間
に
わ
た
る
、
教
団

　
と
し
て
か
か
わ
っ
て
き
た
事
実
と
経
緯
、
及
び

　
教
団
外
の
情
勢
に
つ
い
て
も
列
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
年
表
が
公
に
さ
れ
る
と
同
時
に
そ
の
事
実

　
を
う
ら
づ
け
る
資
料
の
公
開
が
、
教
団
の
内
外

　
か
ら
待
望
さ
れ
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年

　
に
『
同
朋
運
動
史
資
料
一
』
が
出
版
さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
『
資
料
二
』
が
、
さ
ら
に
本
年
四
月
、

　
『
資
料
三
』
が
刊
行
さ
れ
る
に
到
っ
た
。
　
一
九

　
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
か
ら
一
九
四
六
（
昭
和

　
二
一
）
年
に
わ
た
る
こ
と
が
ら
が
対
象
と
な
つ

　
て
い
る
。
な
お
、
前
述
し
た
「
一
如
会
」
の
発

　
行
物
な
ど
が
多
く
発
掘
・
蒐
集
さ
れ
た
の
で

　
『
別
冊
』
と
し
て
本
年
中
に
世
に
と
わ
れ
る
こ

　
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
『
資
料
集
』
は

　
記
念
品
で
な
く
、
部
落
差
別
と
、
そ
の
部
落
の

　
大
半
の
人
び
と
を
お
同
行
す
る
実
態
の
歩
み
を

　
見
つ
め
、
教
団
の
歩
み
と
現
状
を
分
析
し
て
、

　
い
の
ち
の
尊
厳
、
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て
問
い
、

　
祖
師
親
鶯
聖
人
の
示
さ
れ
る
御
同
朋
の
教
団
の

　
確
立
へ
む
か
う
歩
み
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ち
な

　
い
。

　
　
　
過
去
帳
添
え
が
き
の
差
別
記
載
か
ら

　
　
か
か
る
教
団
の
長
い
あ
し
ど
り
の
な
か
で
、

　
一
九
八
三
（
昭
和
五
八
）
年
、
差
別
法
名
の
調

査
が
、
全
寺
院
住
職
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
翌
年
、
過
去
帳
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る
帳

簿
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
「
同
朋
教
団
の
宗
風

に
反
し
な
い
よ
う
に
し
と
の
視
点
か
ら
、
記
載

事
項
は
、
法
名
・
死
亡
年
月
日
・
俗
名
・
性
別

・
年
齢
・
世
帯
主
と
の
続
柄
・
世
帯
主
の
現
住

所
に
限
る
こ
と
と
さ
れ
、
基
本
的
人
権
を
お
か

す
こ
と
（
身
元
調
査
）
に
な
る
事
項
の
記
載
の

禁
示
が
明
示
さ
れ
た
。
ま
た
そ
の
閲
覧
も
禁
じ

ら
れ
た
。

　
差
別
法
名
調
査
が
実
施
さ
れ
る
な
か
で
、
広

島
県
内
の
一
住
職
が
「
過
去
帳
に
被
差
別
部
落

の
人
び
と
を
差
別
す
る
記
載
」
が
あ
っ
た
と
、

部
落
解
放
同
盟
広
島
県
連
合
会
の
当
該
地
区
支

部
長
宛
に
問
題
が
提
起
さ
れ
た
。

　
こ
の
過
去
帳
添
書
の
な
か
の
差
別
記
載
を
め

ぐ
っ
て
、
七
回
に
わ
た
る
糾
弾
学
習
が
重
ね
ら

れ
た
。
そ
の
学
習
を
通
し
て
、
差
別
・
被
差
別

を
こ
え
て
、
と
も
に
解
放
運
動
に
と
り
く
み
、

そ
の
バ
ネ
に
な
り
う
る
”
業
論
”
を
示
す
べ
き

で
あ
る
（
仏
教
の
歴
史
の
な
か
の
業
論
の
説
明

解
釈
で
は
な
く
）
と
、
ま
さ
し
く
焦
眉
の
教
学

問
題
に
転
回
し
、
”
真
に
僧
侶
”
の
あ
り
よ
う

が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
　
「
基
本
法
」
の
制
定
を
求
め
て

　
三
年
後
に
期
限
が
く
る
「
地
対
財
特
法
」
に

照
ら
し
て
も
「
部
落
解
放
基
本
法
」
制
定
要
求

の
国
民
運
動
は
、
い
よ
い
よ
と
り
く
ま
ね
ば
な

ら
な
い
。
九
六
万
余
の
署
名
運
動
の
成
果
を
え

た
。
ま
た
「
国
際
人
権
規
約
の
完
全
批
准
を
求

め
る
運
動
」
に
つ
い
て
、
昨
年
秋
、
短
期
間
に

一
八
万
余
の
教
団
人
の
署
名
が
行
わ
れ
た
。
国

際
的
連
帯
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
更
な

る
全
教
団
人
に
よ
る
部
落
解
放
、
あ
ら
ゆ
る
差

別
の
解
消
へ
の
い
と
な
み
を
加
速
化
す
べ
き
責

め
を
覚
え
て
い
る
。
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麗鄭
強意

資
産
運
用
で
財
産

基
盤
の
確
保
を

高
木
　
正
博

　
今
は
、
ご
住
職
の
皆
様

方
も
、
あ
る
意
味
に
お
い

て
は
、
一
般
の
方
々
と
同

じ
日
常
生
活
を
営
む
時
代

か
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
な

り
の
費
用
も
か
か
り
ま
す

の
で
、
そ
の
分
、
寺
院
か

ら
給
与
を
頂
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
ご
住
職
の
皆
様
方
の
お

立
場
で
、
ど
れ
く
ら
い
の

給
与
収
入
が
あ
る
べ
き
か

と
い
う
こ
と
で
す
が
、
一

般
の
レ
ベ
ル
か
ら
考
え
て
、

四
～
五
十
万
円
は
頂
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
、

賞
与
が
支
給
さ
れ
な
い
場

合
が
多
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
で
き
る
限
り
給
与
と

し
て
取
得
さ
れ
た
方
が
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

　
　
ご
住
職
も
一
定
レ
ベ
ル

　
　
ル
の
給
与
が
必
要

　
ま
た
、
一
般
社
会
に
お
い
て
は
、
六
十
の
齢

を
超
し
ま
す
と
、
退
職
と
い
う
問
題
が
出
て
き

ま
す
。
し
か
し
、
皆
様
方
の
お
立
場
は
、
終
身

（山一

泣
^
ン
ト
室
部
長
）

ご
住
職
と
い
う
ご
身
分
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
の
で
、
外
形
的
に
は
、
退
職
は
難
し
い
概
念

で
す
。
で
も
、
次
の
世
代
の
方
に
、
ご
住
職
の

立
場
を
お
譲
り
し
た
場
合
に
は
、
宗
教
法
人
か

ら
退
職
金
を
頂
く
べ
き
で
す
。
社
会
通
念
と
し

て
、
千
五
百
万
～
二
千
万
前
後
が
、
今
の
時
代

の
相
場
か
と
思
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、
法
人
税
法
上
の
規
定
で
は
、
最

終
月
俸
×
在
職
年
数
×
功
労
指
数
と
い
う
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
一
般
的
に
、
功
労
指
数
は
二

～
五
倍
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
場

合
は
、
在
職
年
数
の
概
念
が
一
般
法
人
と
は
や

や
異
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
少
々
ア
レ
ン
ジ
し

て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
税
務
調
査
の
時
、
よ
く
あ
る
こ
と
で

す
が
、
ご
住
職
の
給
与
が
少
な
い
の
に
、
一
定

レ
ベ
ル
の
生
活
を
し
て
い
る
た
め
、
ど
こ
か
に

隠
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
疑
わ

れ
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
物
支

給
的
な
考
え
方
が
で
て
き
ま
す
。

　
皆
様
方
の
場
合
、
檀
信
徒
に
よ
っ
て
供
え
ら

れ
た
お
供
物
が
、
現
物
支
給
と
考
え
ら
れ
る
わ

け
で
す
。
現
在
の
所
得
税
法
の
考
え
方
で
は
、

現
物
支
給
の
場
合
は
、
買
値
の
七
十
％
を
も
っ

て
、
現
物
の
供
与
が
あ
っ
た
と
さ
．
れ
ま
す
。
皆

様
方
の
場
合
も
同
様
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
宗
教
法
人
へ
の
課
税
が
、
年

々
強
化
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
財
務
管
理
の
必
要
性
が
益
々
高

ま
っ
て
い
る
と
い
え
ま
し
よ
う
。

　
寺
院
改
修
の
費
用
を

　
予
算
に
計
上
す
べ
き

　
宗
教
法
人
に
お
い
て
、
一
年
間
の
宗
教
法
人

の
帰
属
収
入
、
即
ち
、
檀
信
徒
等
か
ら
の
収
入

額
と
、
宗
教
法
人
と
し
て
の
支
払
い
額
が
等
し

い
と
し
た
ち
、
大
変
犬
き
な
問
題
が
残
り
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
寺
院
と
い
う
も
の
は
、
日
々
摩

耗
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
伽
藍
、
或
い
は
儀

式
行
事
を
行
う
時
の
宝
物
等
は
、
い
ず
れ
も
高

価
な
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
本
来
な
ら
、
減
価
償
却
と
い
う

考
え
方
で
、
計
上
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
す
。
一

般
法
人
で
は
、
極
め
て
厳
格
な
計
算
に
よ
り
、

減
価
償
却
費
・
損
金
等
が
計
上
さ
れ
る
わ
け
で

す
が
、
宗
教
法
人
で
は
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、
皆
様
方
の
寺
院
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
次
期
の
繰
越
金
・
剰
余
金
を
、
そ
の
帰
属

収
入
の
一
割
、
あ
る
い
は
二
割
程
度
を
、
予
算

と
し
て
計
上
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　
で
も
、
現
実
に
は
、
一
割
で
は
寺
院
の
運
営

が
難
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
現
在
、

一
億
円
か
け
て
寺
院
の
修
理
を
し
た
と
し
て
、

四
一
五
十
年
後
に
、
再
び
直
そ
う
と
し
ま
し
た

ら
、
二
五
～
六
％
の
イ
ン
フ
レ
と
、
消
費
税
の

三
％
が
加
わ
り
、
そ
の
修
理
費
は
十
八
億
円
に

も
な
り
ま
す
。
四
～
五
十
年
の
間
に
、
基
本
財

産
と
し
て
、
十
八
億
円
の
資
産
が
残
ら
な
け
れ

ば
、
営
々
と
し
て
続
い
て
き
ま
し
た
皆
様
の
寺

院
が
、
財
務
管
理
と
い
う
点
か
ら
揺
ら
い
で
く

る
わ
け
で
す
。

有
効
な
資
産
運
用
で

財
産
基
盤
の
確
立
を

　
千
五
百
年
余
に
わ
た
り
ま
す
皆
様
方
の
寺
院

の
歴
史
の
中
で
、
現
代
ほ
ど
、
寺
院
の
財
産
基

盤
が
脆
弱
な
時
代
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
か
つ
て
、
寺
院
は
、
教
育
機
関
で
あ
り
、
医

療
機
関
で
あ
り
、
地
域
社
会
の
核
と
し
て
機
能

し
て
い
ま
し
た
。
現
在
も
、
私
ど
も
の
宗
教
界

に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
税
法
で
は
、
宗
教

法
人
に
対
し
、
何
の
恩
典
も
あ
り
ま
せ
ん
。
国

の
補
助
金
も
あ
り
ま
せ
ん
。
皆
様
方
は
、
自
分

の
手
で
自
分
の
寺
院
を
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
の
で
す
。

　
で
は
、
財
務
管
理
を
ど
う
行
っ
た
ら
い
い
の

か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
宗
教
法
人
法
で
定
め
る
三
つ
の
財
産
が
あ
り

ま
す
。
「
特
別
財
産
」
は
宝
物
の
こ
と
で
す
。

「
基
本
財
産
」
は
、
特
別
の
会
計
と
し
て
、
十

年
後
、
或
い
は
五
十
年
後
の
支
出
の
た
め
に
、

別
会
計
で
計
上
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
し
て

「
普
通
財
産
」
が
、
年
間
の
運
用
費
の
予
算
に

な
り
ま
す
。

　
年
間
予
算
を
た
て
る
時
、
お
願
い
し
た
い
こ

と
は
、
ま
ず
第
一
点
と
し
て
、
剰
余
金
が
十
％

以
上
で
る
よ
う
に
、
予
算
会
計
を
作
っ
て
頂
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
二
点
目
は
、
こ
の
よ
う
な
基
本
財
産
に
組
み

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
財
産
を
、
よ
り
長
期
的
な

視
野
に
た
っ
て
、
運
用
し
て
頂
き
た
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
国
債
で
運
用
さ
れ
る
と
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よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
。

　
三
点
目
は
、
一
年
間
の
帰
属
収
入
を
、
う
ま

く
運
用
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
普

通
財
産
は
、
短
期
的
な
運
用
が
適
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
中
期
国
債
フ
ァ
ン
ド
等
で
の
運
用
が

よ
ろ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
資
金
の
運
用
は
、
車
の
車
輪
の
ご
と
き
も
の

で
す
。
教
義
を
広
め
る
と
い
う
皆
様
方
の
目
的

を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
や
は
り
財
産
的

な
基
盤
が
必
要
で
あ
り
、
財
務
管
理
が
重
要
な

テ
ー
マ
と
な
り
ま
す
。

　
ご
住
職
の
皆
様
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
、
寺
院
の

資
産
運
用
に
つ
い
て
、
今
一
度
、
お
考
え
頂
け

れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

ソウルで韓国花まつり
韓
国
花
ま
つ
り

　
韓
国
で
は
、
毎
年
五
月
上
旬
に
、
釈
尊
の
御

生
誕
を
お
祝
い
す
る
ラ
ン
タ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
（
花
ま
つ
り
）
が
、
盛
大
に
催
さ
れ
る
。

本
年
は
、
去
る
五
月
七
日
に
行
わ
れ
、
韓
国
仏

教
寸
寸
協
議
会
の
招
請
に
よ
り
、
本
会
か
ら
剛

山
財
務
部
長
、
木
内
国
際
文
化
部
次
長
、
町
田

社
会
部
次
長
の
三
名
が
参
加
し
た
。

　
記
念
式
典
（
写
真
）
は
、
ソ
ウ
ル
市
内
汝
　

島
特
設
会
場
で
午
後
五
時
か
ら
行
わ
れ
、
会
場

に
は
三
十
万
人
の
信
者
が
つ
め
か
け
た
。

　
式
典
は
、
直
径
ニ
メ
ー
ト
ル
を
越
す
大
梵
鐘

が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
中
、
二
百
名
の
僧
侶
に
よ

る
法
要
が
あ
瓶
章
文
仁
執
行
委
員
長
の
開
会

の
辞
で
始
ま
り
、
二
時
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。

塩
入
亮
達
師
（
本
会
元
常
務
理
事
）

五
月
六
日
、
六
十
五
歳
で
遷
化
。
浅
草
寺
山
内

法
一
院
住
職
、
元
大
正
大
学
教
授
。

蓑
垂
務
《
局
懲
録
募
髭

七
日

十
一
日

士
二
日

十
五
日

　
＋
六
日

　
十
九
日

二
＋
一
日

二
十
二
日

二
＋
四
日

二
十
五
日

二
＋
六
日

二
十
九
日

　
三
十
日

　
　
　
1
（
五
月
）
1

韓
国
花
ま
つ
り
出
席

新
宮
念
法
寺
落
慶
法
要
出
席

法
律
相
談
室

部
落
解
放
研
究
所
宗
教
部
会
出
席

護
国
寺
本
坊
落
慶
式
出
席

局
内
会
議

理
事
会
（
東
京
）

同
和
委
員
会

倉
吉
念
法
寺
落
慶
法
要
出
席

日
宗
連
理
事
会
出
席

W
F
B
執
行
委
貝
会
出
席
（
タ
イ
）

法
律
相
談
室

税
務
委
員
会

局
内
会
議

真
言
宗
豊
山
派
管
長
就
任
祝
賀
会

出
席

ファミコンでリアルタイムの株式投資
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